
令和07年度　大妻女子大学　入学試験問題

入試方式 大学院入試博士課程（一般選抜）

専修･専攻 国際文化専修

試験科目 国際文化に関する小論文

出題の意図 ・日中文化・書法文化について、論理的かつ客観的に考察できるか。
・自らの思考回路をわかりやすく論述できるか。





令和07年度　大妻女子大学　入学試験問題

入試方式 大学院入試博士課程（一般選抜）

専修･専攻 国際文化専修

試験科目 外国語

出題の意図 ・的確な文章読解ができるか。
・賛成、反対の表明を通して、説得力のある意思提示ができるか。



令和7年度大妻女子大学大学院博士後期課程

人間文化研究科言語文化学専攻国際文化専修

（一般選抜） 入学試験問題

英語、中国語のうちから1か国語選択（外国
人留学生の場合は日本語）

次の文章は、 世界の食文化に 関する 著密の中で、 中国の食文化の他国への波及について

論じた一 節です。 これを読み、 以下の設問に答えてください（解答は、 別紙の解答用紙に

日本語で記入してください）。

文明というものが世界の民族文化をいくつかのプロックに編成していく歴史的過程にお

いて、 宗教や社会制度のみならず、 周辺の民族の食の文化にも深い影響をおよぽすのは当

然のことである。 しかし、 周辺民族ばかりではなく、 近代の世界の各国にうけいれられた

食の文明は、 巨視的にはヨ ー ロッパと中国のふたつだけであるといえよう。

ヨ ー ロッパの食物や食事法は、 近代における、 世界のいわゆる西欧化という政治・経済・

軍事的背景に支えられて進出したものである。 それにたいして、 中国の場合は国家権力な

どとは無関係に、 おいしく、 実質的な食事であることを現地の民衆に評価されることによ

って、 中国料理店が世界中で営業するようになったのである。 そのことは、 中国の食の伝

統がいかにすぐれたものであるかをものがたっている。

（出典：石毛直道『世界の食べもの ー食の文化地理』講談社学術文庫、2013年）

設問

あなたはこの見解に賛成ですか？それとも反対ですか？まずどちらかを記し、 その理由お

よびあなたの見解を解答用紙）枚に収まるように記述してください。

本部分については
著作権上の制約により
掲載することができませ
ん。



令和7年度大妻女子大学大学院博士後期課程

人間文化研究科 言語文化学専攻国際文化専修

（一般選抜） 入学試験問題

英語、中国語のうちから1か国語選択（外国
人留学生の場合は日本語）

次の文章は、書画家で、北京師範大学教授であった啓功(1912-2005) が、東晋

・

王毅之「蘭

亭序」の「唐慕本」および「定武本」について論じた一節です。 これを読んで、 以下の問い

に答えてください。

［注］〈桑考》：宋・桑世昌（蘭亭考）
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（啓功「《蘭亭帖）考」「啓功叢考』 1981.12 中華書局所収）

問1 傍線部を日本語訳してください。

問2 あなたはこの見解に同意しますか？それとも反対しますか？まずどちらかを記

し、 その理由およびあなたの見解を、 問1の解答の下に、 解答用紙1枚に収まるように記

してください。

本部分については
著作権上の制約により
掲載することができませ
ん。
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